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地域連携・キャリア開発センター
センター長 廣瀬規代美

地域社会のニーズに対応した事業の推進を目指して

本学 元学長 名誉教授 土井邦雄先生ご夫妻より学生支援のご寄付

本学と東西大学校（韓国釜山市）は令和６年２月19日に調印式を行い、
学生及び教員の交流、共同研究、学術情報の交換、短期研修等に関する
協力を目的とした学術交流協定を締結しました。今後は、本協定に基づき
相互に協力して交流を深めてまいります。

写真右：東西大学校 国際部副所長兼放射線学科教授 ユン・ヨンス
写真左：群馬県立県民健康科学大学 学長 柏倉 健一

東西大学校（韓国）との学術交流協定締結

『地域連携・キャリア開発センター』に名称を変更！

去る４月 日、本学名誉教授で元学長の土井邦雄先生ご夫妻よ
り、学生の研究活動の支援のため、 万円のご寄付をいただき
ました。
土井元学長ご夫妻からは、 年から今回を含め総額 万円

のご寄付をいただいており、このご支援を活用して多数の学生が
国内外での学会発表や学会参加等をしております。ご夫妻からの
長年にわたる浄財のご寄付に、心より御礼申し上げます。

本学地域連携センターは、開設後 年目を迎え、４月より『地域連携・キャリア開発セン
ター』に名称を変更致しました。これまでの組織体制を「看護継続教育」「病院連携・研究
支援」「診療放射線リカレント教育」「地元創成・連携推進」の４部門に再編し、計 事業
を展開して参ります。当センターは、高齢化社会の到来、医療の高度化に伴い変革する医療
現場に対応できる看護専門職および診療放射線技師のキャリアアップを目的としたリカレン
ト教育の推進に向けて事業の充実を図っております。さらに、
地域社会のニーズに応じて、大学の知的財産・研究成果を活
用した公開講座の開催等を通し、県民の健康維持・増進に寄
与できるよう努めております。
今後も、関係機関・関係者の方々と協働し、地元に根付い

た医療系大学としての役割を果たすべく精進して参ります。
引き続きご理解とご支援をどうぞ宜しくお願い申し上げます。

写真：（中央）廣瀬センター長、（左）小倉、（右）大澤 副センター長
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【学部生・大学院生の学会賞受賞】

【 テー マ 】 これから始める生成 ～上手な生成 との付き合い方～
【 日 時 】令和６年８月 日（土） ： ～ ：
【 会 場 】群馬県立県民健康科学大学 大講義室
【 講 師 】群馬県立県民健康科学大学 診療放射線学部 助教 佐藤充先生
【申込方法】詳細は本学ホームページをご覧ください。

公開講座

月 ９ 日 金 、 日（土）にオープンキャンパスを開催します！
対象：高校生、受験生とその家族 内容：学部説明会、施設見学、模擬講義・演習、個別相談等
申し込み：７月上旬より 受付開始（予定）＊詳細は随時ホームページでお知らせします

OPEN CAMPUS  2024

【学生による地域ボランティア活動】

日本放射線技術学会関東支部 優秀学生賞の受賞について
　令和６年３月25日に、診療放射線学部４年生（現卒業生）の倉澤一希さ
んが、公益社団法人日本放射線技術学会関東支部から「関東支部優秀学生賞」
を授与されました。昨年12月の日本放射線技術学会東京・関東支部合同研
究発表大会2023での発表等が評価されたものです。

日本診療放射線技師会　学業優秀賞の受賞について
　令和６年３月25日に、診療放射線学部４年生（現卒業生）の中里湧貴さ
んが、公益社団法人日本診療放射線技師会から「学業優秀賞」を授与され
ました。本学での学業成績が極めて優秀であったことに加え、４月から診
療放射線技師として病院に勤務し、地域医療に貢献していこうという強い
意思が評価されたものです。

　去る５月12日（日）、前橋市桂萱地区で開催された「のびゆくこど
ものつどい・ふれあいの広場」に、本学ボランティアサークルから、
代表の猪野愛莉さん（看護２年）ほか学生13名が参加し、バルンアー
トとスタンプラリーブースを出展しました。目の前のカラフルな風
船があっという間に子犬や剣に変身する様子は来場した子どもたち
に大変喜ばれ、地元地域の皆さまとも交流ができました。参加学生
からは、疲れたけれど楽しかった、子どもたちに喜んでもらえてう
れしかった、などの感想が聞かれ、笑顔あふれる楽しいひと時とな
りました。


